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(57)【要約】
【課題】インテリジェント型電力配置機能を備えたネッ
トワーク設備の提供。
【解決手段】本発明のインテリジェント型電力配置機能
を備えたネットワーク設備は、少なくとも１つの電源入
力ポート、少なくとも１つの出力ポート、検出モジュー
ル、制御モジュールを含む。そのうち、電源入力ポート
は外部電力を受け取るために用いられる。出力ポートは
外部ネットワーク設備が接続され、電源入力ポートが受
け取った外部電力を外部ネットワーク設備に提供するた
めに用いられる。検出モジュールは少なくとも１つの電
源入力ポートが受け取った外部電力が無停電設備のバッ
テリーモジュールにより提供されていることを検出した
とき、異常信号を生成するために用いられる。制御モジ
ュールは異常信号を受信したとき、各出力ポートに対応
する電力切断順序に基づいて少なくとも１つの出力ポー
トの電力出力を順にオフにして、少なくとも１つの出力
ポートに外部ネットワーク設備に対する給電を停止させ
ることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インテリジェント型電力配置機能を備えたネットワーク設備であって、少なくとも１つ
の電源入力ポートと、少なくとも１つの出力ポートと、検出モジュールと、制御モジュー
ルを含み、
　前記少なくとも１つの電源入力ポートが外部電力を受け取るために用いられ、
　前記少なくとも１つの出力ポートがそれぞれ外部ネットワーク設備に接続され、前記少
なくとも１つの電源入力ポートが受け取った前記外部電力を前記外部ネットワーク設備に
提供するために用いられ、
　前記検出モジュールが、前記少なくとも１つの電源入力ポートが受け取った前記外部電
力が無停電設備のバッテリーモジュールにより提供されていることを検出したとき、異常
信号を生成するために用いられ、
　前記制御モジュールが、前記異常信号を受信したとき、前記各出力ポートに対応する電
力切断順序に基づいて前記少なくとも１つの出力ポートの電力出力を順にオフにして、前
記外部ネットワーク設備に対する給電を停止させるために用いられることを特徴とする、
　インテリジェント型電力配置機能を備えたネットワーク設備。
【請求項２】
　前記制御モジュールは、前記異常信号を受け取ると、前記バッテリーモジュールの残余
電力量と前記電力切断順序に基づいて、前記少なくとも１つの出力ポートの電力出力をオ
フにすることを特徴とする、請求項１に記載のインテリジェント型電力配置機能を備えた
ネットワーク設備。
【請求項３】
　前記制御モジュールは、前記バッテリーモジュールの前記残余電力量が予め定めた量減
少するごとに、前記電力切断順序に基づいて前記少なくとも１つの出力ポートの電力出力
をオフにすることを特徴とする、請求項２に記載のインテリジェント型電力配置機能を備
えたネットワーク設備。
【請求項４】
　前記制御モジュールは、前記異常信号を受け取ると、前記バッテリーモジュールの使用
時間と前記電力切断順序に基づいて、前記少なくとも１つの出力ポートの電力出力をオフ
にすることを特徴とする、請求項１に記載のインテリジェント型電力配置機能を備えたネ
ットワーク設備。
【請求項５】
　前記制御モジュールは、前記バッテリーモジュールの前記使用時間が予め定めた時間増
加するごとに、前記電力切断順序に基づいて前記少なくとも１つの出力ポートの電力出力
をオフにすることを特徴とする、請求項４に記載のインテリジェント型電力配置機能を備
えたネットワーク設備。
【請求項６】
　前記検出モジュールがさらに、前記少なくとも１つの電源入力ポートが受け取った前記
外部電力がすでに前記バッテリーモジュールに提供されていないことを検出すると、正常
信号を生成して前記制御モジュールに出力し、前記制御モジュールに前記正常信号に基づ
いてオフにされた前記少なくとも１つの出力ポートの電力出力を回復させるために用いら
れることを特徴とする、請求項１に記載のインテリジェント型電力配置機能を備えたネッ
トワーク設備。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの電源入力ポートが前記無停電設備の前記バッテリーモジュールに
接続されたことを特徴とする、請求項１に記載のインテリジェント型電力配置機能を備え
たネットワーク設備。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの電源入力ポートのうち１つが外部電源供給端に接続されたことを
特徴とする、請求項７に記載のインテリジェント型電力配置機能を備えたネットワーク設
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備。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの電源入力ポートがさらに前記無停電設備を介して外部電源供給端
に接続されたことを特徴とする、請求項７に記載のインテリジェント型電力配置機能を備
えたネットワーク設備。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はネットワーク設備に関し、特に、給電ソースに基づいて対応する動作を選択で
きる、インテリジェント型電力配置機能を備えたネットワーク設備に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ネットワーク通信の分野において、通常ルーター（ｒｏｕｔｅｒ）、スイッチ（ｓｗｉ
ｔｃｈ）または光電変換器等のヘッドエンドネットワーク設備（以下、略してネットワー
ク設備という）は、コンピュータ、ネットワークカメラ等１つ以上の外部ネットワーク設
備を接続し、これら外部ネットワーク設備とデータ伝送を行うために用いることができる
。
　しかしながら、ネットワーク設備と各外部ネットワーク設備はいずれも例えば一般的な
商用電源などの外部電力を受け取る必要があり、それがないと正常に動作することができ
ないため、ネットワーク設備と各外部ネットワーク設備はいずれもそれぞれ商用電源を受
け取る電力線と、データ伝送用の少なくとも１つのネットワークケーブルを配置する必要
があり、その据付位置が商用電源のコンセントの位置によって制限される、体積が大きい
、施工が容易でないなどの問題がある。
【０００３】
　上述の欠点を排除するため、業者はネットワーク設備と各外部ネットワーク設備を現有
のネットワークケーブル配線上に結合し、大量の電力線の配置を省いている。このため、
現有のネットワーク設備はネットワークケーブルとそれに接続された外部ネットワーク設
備がデータ伝送を行うだけでなく、それが受け取った商用電源をネットワークケーブル経
由で各外部ネットワーク設備に伝送することもできる。このほか、さらに無停電設備（Ｕ
ｎｉｎｔｅｒｒｕｐｔｉｂｌｅ　Ｐｏｗｅｒ　Ｓｕｐｐｌｙ、ＵＰＳ）を組み合わせ、商
用電源ネットワークが提供する電源に例えばトリップや停電などの異常が発生した場合も
、無停電設備が外部電力を提供し、ネットワーク設備の正常動作を維持することができる
。
【０００４】
　従来、無停電設備の電力供給はバッテリーモジュールに予め保存された電力を提供する
ものであるため、無停電設備が提供できる総電力量には限りがある。したがって、ネット
ワーク設備に複数の外部ネットワーク設備が接続されているとき、無停電設備の給電時間
は大幅に短縮される。
　商用電源が正常な給電を回復する前に無停電設備に予め保存された電力が尽きてしまう
と、複数の外部ネットワーク設備は停止を余儀なくされる。このほか、これら外部ネット
ワーク設備に重要な未保存のデータが存在しているのに停止してしまうと、重大なデータ
損失という救済が困難な状況に陥る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　これに鑑み、本発明の目的は、インテリジェント型電力配置機能を備えたネットワーク
設備を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施例のインテリジェント型電力配置機能を備えたネットワーク設備は、少
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なくとも１つの電源入力ポート、少なくとも１つの出力ポート、検出モジュール、制御モ
ジュールを含む。そのうち、少なくとも１つの電源入力ポートは外部電力を受け取るため
に用いられる。少なくとも１つの出力ポートはそれぞれ外部ネットワーク設備に接続され
、少なくとも１つの電源入力ポートが受け取った外部電力を接続された外部ネットワーク
設備に提供するために用いられる。検出モジュールは少なくとも１つの電源入力ポートが
受け取った外部電力が無停電設備のバッテリーモジュールにより提供されていることを検
出したとき、異常信号を生成して出力するために用いられる。制御モジュールは異常信号
を受信したとき、各出力ポートに対応する電力切断順序に基づいて少なくとも１つの出力
ポートの電力出力を順にオフにして、外部ネットワーク設備に対する給電を停止させるこ
とができる。
【発明の効果】
【０００７】
　以上をまとめると、本発明の一実施例のインテリジェント型電力配置機能を備えたネッ
トワーク設備は、受け取った外部電力が無停電設備のバッテリーモジュールから提供され
ていることを検出すると、各出力ポートに対応する電力切断順序で先に重要性レベルが相
対的に低い外部ネットワーク設備の給電を停止し、残りの重要性レベルが相対的に高い外
部ネットワーク設備の動作時間を延長することができる。
【０００８】
　以下の実施例において本発明の詳細な特徴および利点について詳細に説明する。その内
容は当業者が本発明の技術内容を理解し、それに基づいて実施するに足り、かつ本明細書
の開示する内容、特許請求の範囲および図面に基づき、当業者は本発明の関連の目的およ
び利点を容易に理解できるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施例のインテリジェント型電力配置機能を備えたネットワーク設備
の機能を示すブロック図である。
【図２】図１のネットワーク設備と無停電装置及び外部電源供給端の別の接続態様を示す
概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１は本発明の一実施例のインテリジェント型電力配置機能を備えたネットワーク設備
の機能を示すブロック図である。
　図１に示すように、インテリジェント型電力配置機能を備えたネットワーク設備２は少
なくとも１つの電源入力ポート２１、少なくとも１つの出力ポート２４、検出モジュール
２２、制御モジュール２３を含む。そのうち、検出モジュール２２は電源入力ポート２１
に接続され、かつ制御モジュール２３は検出モジュール２２及び出力ポート２４に接続さ
れる。
【００１１】
　ネットワーク設備２は電源入力ポート２１を通じて外部電力を受け取り、正常に作業を
実行する。ここで、電源入力ポート２１は外部電源供給端３に接続し、外部電力Ｅ１を受
け取ることができる。
　一実施態様において、外部電源供給端３は商用電源ネットワークとしてもよく、商用電
源コンセントを備えている。電源入力ポート２１は電源プラグとしてもよく、かつネット
ワーク設備２はその電源プラグを商用電源コンセントに挿入して、商用電源ネットワーク
が提供する外部電力Ｅ１を受け取ることができる。しかしながら、本発明はこれに限定さ
れず、別の一実施態様において、電源入力ポート２１は電源接続孔としてもよく、かつ外
付け電源ケーブルを通じて商用電源コンセントに接続し、商用電源ネットワークが提供す
る外部電力Ｅ１を受け取ることができる。
【００１２】
　一般的に、ネットワーク設備２は無停電設備１と組み合わせて使用することができ、外
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部電源供給端３に例えばトリップや停電などの異常が発生し、外部電力Ｅ１を提供できな
いとき、無停電設備１がその外部電力Ｅ２をネットワーク設備２に提供し、その正常な動
作を維持することができる。
　ここで、無停電設備１は電気エネルギーを貯蔵するためのバッテリーモジュール１１を
含み、かつ外部電源供給端３に異常が発生したとき、その貯蔵した電気エネルギーを出力
することができる。つまり、前記外部電力Ｅ２は無停電設備１のバッテリーモジュール１
１から提供される。
【００１３】
　このほか、無停電設備１のバッテリーモジュール１１は外部電源供給端３に接続でき、
かつ充電回路（図示しない）を備えてもよく、外部電源供給端３が提供する外部電力Ｅ１
が充電回路を経由してバッテリーモジュール１１に対して充電を行うことができるが、本
発明はこれに限定されない。
【００１４】
　本発明の一接続態様において、ネットワーク設備２の電源入力ポート２１は少なくとも
２つとすることができる。以下、２つの電源入力ポート２１を例とするが、その数量はこ
れに限定されない。ここで、そのうち１つの電源入力ポート２１が外部電源供給端３に接
続され、外部電力Ｅ１を受け取り、かつもう１つの電源入力ポート２１が無停電設備１に
接続され、外部電源供給端３に異常が発生して外部電力Ｅ１が供給されないとき、無停電
設備１のバッテリーモジュール１１が提供する外部電力Ｅ２を受け取ることができる。
【００１５】
　図２は図１のネットワーク設備と無停電装置及び外部電源供給端の別の接続態様を示す
概略図である。図２に示すように、ネットワーク設備２の電源入力ポート２１は少なくと
も１つとすることができ、いずれも無停電設備１に接続され、かつ無停電設備１は外部電
源供給端３に接続される。つまり、本接続態様において、電源入力ポート２１は無停電設
備１を介して外部電源供給端３に接続される。
　このほか、無停電設備１は充電回路（図示しない）を備え、バッテリーモジュール１１
が充電回路を介して外部電源供給端３に接続され、外部電源供給端３が提供する外部電力
Ｅ１によりバッテリーモジュール１１に対して充電を行うことができる。
【００１６】
　ここで、本接続態様において、電源入力ポート２１も無停電設備１を介して外部電源供
給端３が提供する外部電力Ｅ１を受け取り、かつ外部電源供給端３に異常が発生して外部
電力Ｅ１が供給されないとき、ネットワーク設備２が無停電設備１のバッテリーモジュー
ル１１から提供される外部電力Ｅ２を受け取り、正常な動作を維持することができる。
【００１７】
　ネットワーク設備２の出力ポート２４は各外部ネットワーク設備４と相互に接続され、
出力ポート２４を介して各外部ネットワーク設備４とデータ伝送を行う。このほか、出力
ポート２４はさらに電源入力ポート２１が受け取った外部電力Ｅ１（または外部電力Ｅ２
）を出力ポート２４から相互接続された外部ネットワーク設備４に提供することができ、
各外部ネットワーク設備４は出力ポート２４の出力する外部電力Ｅ３によりその正常な動
作を維持することができる。
【００１８】
　一実施態様において、各出力ポート２４はＲＪ－４５ネットワークソケットとしてもよ
く、かつツイストペアケーブル、例えばカテゴリー５ツイストペアケーブル（ＣＡＴ－５
）を通じてデータと電力を外部ネットワーク設備４に伝送することができる。
　ネットワーク設備２はルーター（ｒｏｕｔｅｒ）、スイッチ（ｓｗｉｔｃｈ）または光
電変換器等の給電端とすることができるネットワーク装置としてもよい。このほか、外部
ネットワーク設備４はネットワークカメラ、コンピュータ等、受電端とすることができる
ネットワーク装置としてもよいが、本発明はこれに限定されない。
【００１９】
　ネットワーク設備２が外部電源供給端３から外部電力Ｅ１を取得できないとき、ネット
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ワーク設備２は無停電設備１のバッテリーモジュール１１から外部電力Ｅ２を取得するこ
とができる。このとき、ネットワーク設備２の検出モジュール２２は電源入力ポート２１
が受け取った外部電力がバッテリーモジュール１１の提供する外部電力Ｅ２であることを
検出し、異常信号Ｓ１を生成して出力し、制御モジュール２３がこの異常信号Ｓ１に基づ
いて相応の管理制御措置を行うようにすることができる。
【００２０】
　本実施例において、制御モジュール２３が異常信号Ｓ１を受け取ると、制御モジュール
２３は電力切断順序に基づいてすべての出力ポート２４のうち少なくとも１つの電力出力
Ｅ３を順にオフにして、重要性レベルが相対的に低い外部ネットワーク設備４の給電を停
止し、バッテリーモジュール１１の限られた電力がその他の重要性レベルが相対的に高い
外部ネットワーク設備のみに供給されるようにすることで、これら重要性レベルが相対的
に高い外部ネットワーク設備４の動作時間を延長することができる。
【００２１】
　ここで、ネットワーク設備２の各出力ポート２４はそれぞれ１つの電力切断優先重みに
対応させることができ、かつこの電力切断優先重みは各出力ポート２４に接続された外部
ネットワーク設備４の重要性レベルによって決まり、前記電力切断順序とは各電力切断優
先重みの大きさに基づいて配列された順序である。
【００２２】
　一実施態様において、各出力ポート２４に対応する電力切断優先重みの大きさが大きい
ほど、制御モジュール２３が異常信号Ｓ１を受け取ったとき優先的にこの出力ポート２４
の電力出力Ｅ３がオフにされる。しかしながら、本発明はこれに限定されず、別の一実施
態様において、制御モジュール２３は異常信号Ｓ１を受け取ると、電力切断優先重みの大
きさが最小に対応する出力ポート２４の電力出力Ｅ３を優先的にオフにする。
【００２３】
　このほか、本実施例において、複数の出力ポート２４が同じ重要性レベルのために大き
さが同じ電力切断優先重みに対応し、かつこれら同じ大きさの電力切断優先重みに対応す
る出力ポート２４が電力切断順序において同じ序列に位置づけることができる。つまり、
制御モジュール２３が電力切断順序に基づいて少なくとも１つの出力ポート２４の電力出
力Ｅ３をオフにするとき、制御モジュール２３はこれら電力切断優先重みが同じ大きさの
出力ポート２４の電力出力Ｅ３を同時にオフにすることができる。
【００２４】
　以下、いずれも電力切断優先重みの大きさが最小の出力ポート２４の電力出力Ｅ３を優
先的にオフにする例で説明を行うが、これは本発明を限定しない。
【００２５】
　例えば、ネットワーク設備２の出力ポート２４に接続された外部ネットワーク設備４が
、銀行の金庫ドアの撮影に用いるネットワークカメラなど重点区域を撮影するネットワー
クカメラであって、この出力ポート２４に対応する電力切断優先重みが第１０レベルであ
り、さらにネットワーク設備２の別の出力ポート２４に接続された外部ネットワーク設備
４が、銀行外の街道の撮影に用いるネットワークカメラなど非重点区域を撮影するネット
ワークカメラであって、この出力ポート２４に対応する電力切断優先重みが第２レベルで
あると仮定する。
　このため、ネットワーク設備２の検出モジュール２２が電源入力ポート２１の受け取っ
た外部電力がバッテリーモジュール１１の提供する外部電力Ｅ２であることを検出すると
、検出モジュール２２が異常信号Ｓ１を生成して制御モジュール２３に出力し、かつ制御
モジュール２３が電力切断順序に基づき優先的に電力切断優先重みが相対的に低い出力ポ
ート２４の電力出力Ｅ３をオフにして、非重点区域の撮影に用いるネットワークカメラに
対する給電を停止し、バッテリーモジュール１１の限りある電力が電力切断優先重みの相
対的に高い出力ポート２４を経由して出力され、重点区域を撮影するネットワークカメラ
の動作時間を延長することができる。
【００２６】
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　ここで、各出力ポート２４に対応する電力切断優先重みは予め書き込まれた設定パラメ
ータであり、ネットワーク設備２内に保存することができる。しかしながら、本発明はこ
れに限定されず、電力切断優先重みは使用者がそのときに各出力ポート２４に接続したい
外部ネットワーク設備の重要性レベルに応じて自分で設定・調整することもできる。
　例えば、使用者がネットワーク設備２の操作パネルまたは制御ボタンを通じて直接設定
したり、あるいはコンピュータ、携帯電話、タブレット等の外部電子装置でネットワーク
設備２と通信を行い、Ｔｅｌｎｅｔ等の通信プロトコルを介してネットワーク設備２のコ
ンソールアプリケーション（Ｃｏｎｓｏｌｅ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）に入り、各出力
ポート２４に対応する電力切断優先重みの大きさを書き込むか、または調整することで、
電力切断順序を変えたりすることもできる。
【００２７】
　本発明の一実施態様において、制御モジュール２３は異常信号Ｓ１を受け取った後、電
力切断順序に基づいて少なくとも１つの出力ポート２４の電力出力Ｅ３をオフにするほか
、さらにバッテリーモジュール１１のそのときの残余電力量がどのくらいかに基づいてい
つ出力ポート２４の電力出力Ｅ３をオフにするかを決定することができる。
【００２８】
　本実施態様において、制御モジュール２３はバッテリーモジュール１１の残余電力量が
予め定めた量減少するごとに、電力切断順序に従って少なくとも１つの出力ポート２４の
電力出力Ｅ３をオフにすることができる。ここで、ネットワーク設備２は検出モジュール
２２を通じてバッテリーモジュール１１のそのときの残余電力量を検出し、かつバッテリ
ーモジュール１１の残余電力量が予め定めた量減少するごとに、制御モジュール２３を作
動させて電力切断順序に従い少なくとも１つの出力ポート２４の電力出力Ｅ３をオフにす
ることができる。
【００２９】
　例えば、ネットワーク設備２が５つの出力ポート２４を備えており、各出力ポート２４
に対応する電力切断優先重みがそれぞれ第１０レベル、第８レベル、第６レベル、第４レ
ベル、第２レベルであり、かつ前述の予め定めた量が２０％であると仮定する。制御モジ
ュール２３が異常信号Ｓ１を受け取った後、バッテリーモジュール１１のそのときの残余
電力量が１００％で電力が充分である場合、制御モジュール２３はどの出力ポート２４の
電力出力Ｅ３もオフにしなくてもよい。
　バッテリーモジュール１１の残余電力量が１００％から８０％に低下したとき、制御モ
ジュール２３は電力切断順序に従って電力切断優先重みの第２レベルに対応する出力ポー
ト２４の電力出力Ｅ３を優先的にオフにする。バッテリーモジュール１１の残余電力量が
さらに低下して６０％になると、制御モジュール２３は再度電力切断順序に従って電力切
断優先重みの第４レベルに対応する出力ポート２４の電力出力Ｅ３をオフにする。バッテ
リーモジュール１１の残余電力量がまた４０％まで低下すると、制御モジュール２３が再
び電力切断順序に従って電力切断優先重みの第６レベルに対応する出力ポート２４の電力
出力Ｅ３をオフにする。
　このように類推し、段階的にオフにする方式で残りの外部ネットワーク設備４の動作時
間を延長し、すべての外部ネットワーク設備４が同時に停止してしまう状況を回避するこ
とができる。
【００３０】
　本発明の別の一実施態様において、制御モジュール２３が異常信号Ｓ１を受け取った後
、制御モジュール２３はバッテリーモジュール１１の使用時間と電力切断順序に基づいて
少なくとも１つの出力ポート２４の電力出力Ｅ３をオフにする。そのうち、前記バッテリ
ーモジュール１１の使用時間とは、バッテリーモジュール１１が外部電力Ｅ２の提供を開
始してからの供給時間を指す。
【００３１】
　本実施態様において、制御モジュール２３はバッテリーモジュール１１の使用時間が予
め定めた時間増加するごとに、電力切断順序に従って少なくとも１つの出力ポート２４の
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電力出力Ｅ３をオフにすることができる。ここで、ネットワーク設備２は検出モジュール
２２を通じてバッテリーモジュール１１の使用時間を検出し、かつバッテリーモジュール
１１の使用時間が予め定めた時間増加するごとに、制御モジュール２３を作動させて電力
切断順序に従い少なくとも１つの出力ポート２４の電力出力Ｅ３をオフにすることができ
る。
【００３２】
　例えば、ネットワーク設備２が５つの出力ポート２４を備えており、各出力ポート２４
に対応する電力切断優先重みがそれぞれ第１０レベル、第８レベル、第４レベル、第４レ
ベル、第２レベルであり、かつ前述の予め定めた時間が２０分であると仮定する。
　制御モジュール２３が異常信号Ｓ１を受け取った後、バッテリーモジュール１１のその
ときの使用時間が０分である場合、制御モジュール２３はどの出力ポート２４の電力出力
Ｅ３もオフにしなくてもよい。バッテリーモジュール１１の使用時間が２０分に達したと
き、制御モジュール２３は電力切断順序に従って電力切断優先重みの第２レベルに対応す
る出力ポート２４の電力出力Ｅ３を優先的にオフにする。バッテリーモジュール１１の使
用時間が４０分に達すると、制御モジュール２３は再度電力切断順序に従って電力切断優
先重みの第４レベルに対応する２つの出力ポート２４の電力出力Ｅ３をオフにする。バッ
テリーモジュール１１の使用時間が６０分に達すると、制御モジュール２３が再び電力切
断順序に従って電力切断優先重みの第８レベルに対応する出力ポート２４の電力出力Ｅ３
をオフにする。このように類推し、段階的にオフにする方式で残りの外部ネットワーク設
備４の動作時間を延長し、すべての外部ネットワーク設備４が同時に停止してしまう状況
を回避することができる。
【００３３】
　本実施例において、制御モジュール２３が異常信号Ｓ１を受け取った後、検出モジュー
ル２２は電源入力ポート２１が受け取る外部電力がやはりバッテリーモジュール１１によ
り提供されているか否かの検出を継続することができる。検出モジュール２２が、電源入
力ポート２１の受け取った外部電力がすでにバッテリーモジュール１１により提供される
ものではなく、外部電源供給端３から提供されているものであると検出したとき、すなわ
ち、外部電源供給端３はすでに異常状態が解除されており、再び外部電力Ｅ１をネットワ
ーク設備２に提供しているとき、検出モジュール２２は正常信号Ｓ２を生成して出力し、
制御モジュール２３にこの正常信号Ｓ２に基づいてそれまでに電力出力Ｅ３がオフにされ
たすべての出力ポート２４を回復することができる。つまり、制御モジュール２３が正常
信号Ｓ２を受け取った後、すでにオフにされた出力ポート２４の電力出力Ｅ３を再びオン
にして、各外部ネットワーク設備４に正常な動作を回復させることができる。このほか、
外部電源供給端３の異常状態が解除された後、外部電源供給端３は再び外部電力Ｅ１を無
停電設備１のバッテリーモジュール１１に提供して充電を行い、バッテリーモジュール１
１の異常が発生した期間内に消耗した電力量を補うことができる。
【００３４】
　上述をまとめると、本発明の一実施例のインテリジェント型電力配置機能を備えたネッ
トワーク設備は、受け取った外部電力が無停電設備のバッテリーモジュールから提供され
ていることを検出すると、各出力ポートに対応する電力切断順序で先に重要性レベルが相
対的に低い外部ネットワーク設備の給電を停止し、残りの重要性レベルが相対的に高い外
部ネットワーク設備の動作時間を延長することができる。
【００３５】
　上述の説明は、単に本発明の最良の実施例を挙げたまでであり、本発明を限定しない。
その他本発明の開示する要旨を逸脱することなく完成された同等効果の修飾または置換は
いずれも後述の特許請求の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００３６】
１　　無停電設備
１１　バッテリーモジュール
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２　　ネットワーク設備
２１　電源入力ポート
２２　検出モジュール
２３　制御モジュール
２４　出力ポート
３　　外部電源供給端
４　　外部ネットワーク設備
Ｅ１　外部電力
Ｅ２　外部電力
Ｅ３　電力出力
Ｓ１　異常信号
Ｓ２　正常信号

【図１】 【図２】
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